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Abstract 
Because of attractive possibilities that a system will be more economical than electric batt巴nes lil energy 
utilization fields， flywheel is b巴ingstudied in al over the world， manufacturing it with super high strength 
materials dev巴lopedrecently 
The author studied this subject on such a system plan巴das an emergency power station which has the 
capacity of 1000 kW out put in about 40 minutes continuously. 
In this case study， the system charact巴risticsand economics were compared with a prop巴rtyof mat巴rials
used for the flywheel. Som巴problemswere also pointed out to make the system practical 
It seems that， the energy density of the whole system， may be much less than the one appeared in the 






















































名 税; 青3 状 形状係数 備考 名 称、 形 状 形状係数 備考Ks Ks 
(1) 均一応力 ーミト l.000 ホモジ (5) リング 0.500 ホモジ円板(外 ニアス (内径/外 ニアス径→∞) 材料に 径→l.0) または|
一回 のみ適 (6) 特殊形状 ぷニヤ 0.500 フィラ(2) 修正均一 0.931 用きれ 棒(径→ メンタ応力円板 る。 ∞) リ材料(代表例) 陸封 に適用
• 
(7) リムっき 0.400 される




ζ件例) (自)棒 0.333 
(4) 穴なし円 品国 0.606 板




















で示され，式 (2.4)のω即を式 (2.5) を用いて消去し，かっ
M回二0.2π Ia~ 





ω却の値が決まる。図2は，半ω品すなわちa叫まず材料を選定すると，式 (2.5) より a~.
それぞれ許容応力σ=112 kgf! 限界角速度 ω即およびエネルギーE却を，径a叫に対する重量M附





σ= 112kgf /mm2 y=2.2gr/cmヘFRP:Sカ、ラスー エボキシ，(1) 






-園田幽園町 FRPσ=1l2 kgl/mm'. ア=2.2gr/cm' 
















.幽周回明・・ FRP <1=112 kg!/mm2， 1"'2.2 gr/cm' 












































ただし il2 低速側回転数，ここでは， il 2 = 1500 rpm一定
(3.1) 
(3.2) 











式 (3.2)へ式 (3.3) を代入して整理する。
η即=Knn2 M3 
式 (3.5)を式 (3.1)に代入しさらにL加をE刈こ書き換える。




















図3，4 を，エネルギ~E即を横軸にして書き改めると図 5 のようになる。 E却を基準にして，
これらのE川こ対する影響の度合や使用材料による比強n刷 MgおよびCgが示され，
組合せるフライホイ ル-ー FRPσ"'1l2k~ f/mm' ， y=2 2 gr/cml 


















-ーーー咽・ FRPσ 巴 112kgf/mm'， )'=2.2 gr!cm' 
















































項目 フライホイール ス フ ス 車由 メム笠1.: 使用軸党
回転速度 許荷容重最大玄 十員:失重力k力w 
サイズ
材料 重量 l' ppm 面積cm2 平均径mm (大同)
FRP 
σ=112kgr/fc /rTIT12 12 5200 529 276 20.9 68 8320 
y二 2.2 gr/cm3 (。ωニ2.0m)
吉岡
σニ100kgf/mm2 48 2400 1495 465 59 95 8538 








ここで，E:材料の縦弾性係数， ν:ポアソン比， ω:回転速度 rad/s
いま表2の条件の下でUαを試算すると表3ののようになる。
表3 回転中の変形量Uaの試算例(Ewニ1000KWHのとき)
項目 フ フ イ ホ イ ノレ
材料 半径 m 回転速度 弾性kgf係jmm数2 ポアソン上七 変形量(半径方向)ppπ1 cm 
FRP 
び=112 kgf/mm' 2.0 5200 980~ 1540 0.4 8.1~5.1 
y二 2.2 gr/cm3 
室岡
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